
都
鳥
の
碑
（
下
） 

 

都
鳥
の
碑
文
を
書
い
た
千
種

ち
ぐ
さ

源
み
な
も
と
の

有
功

あ
り
こ
と

は
堂
上
公
卿
で
、
正
三
位
千
種
有
条
の
次
男
、
寛
政
九
年
十
一
月
出
生
、
兄
有
秀
の

跡
を
う
け
て
家
を
継
ぎ
、
左
近
衛
中
将
正
三
位
に
任
叙
し
た
。
和
歌
に
す
ぐ
れ
て
四
条
派
の
画
を
よ
く
し
、
洒
落

し
ゃ
ら
く

な
人
柄
で
あ
っ

て
奇
行
が
多
い
人
物
で
あ
る
。 

 

碑
文
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 

表
面 

隅
田
川
は
、
む
さ
し
と
下
つ
ふ
さ
の
國
の
界
な
り
、
陸
奥
に
往
き
か
ふ
道
に
あ
た
る
所
を
、
春
日
部
の
う
ま
や
と
い
ふ
、
在
原
中

将
の
、
い
ざ
こ
と
と
は
ん 

都
鳥
と
よ
め
り
し
跡
な
が
ら
、
ふ
ち
と
か
は
り
て
、
今
は
小
川
と
な
り
、
む
か
し
の
わ
た
り
は
岡
と

な
り
し
が
、
元
弘
の
年
さ
が
美
の
國
鶴
岡
の
銀
杏
の
一
枝
飛
び
来
り
て
、
ひ
と
よ
の
ほ
ど
に
お
ひ
た
り
け
り
、
其
の
神
木
の
も
と

に
、
鎮
り
い
ま
す
神
の
み
い
ず
の
、
い
や
ま
し
に
幸
ひ
給
へ
る
み
や
し
ろ
の
あ
た
り
ぞ
、
い
ざ
舟
に
の
れ
と
言
け
ん
昔
の
名
残
な

り
け
ら
し 



正
三
位 

有
功 

 

と
は
れ
つ
る 

あ
と
だ
に
と
め
よ 

都
鳥 

 

む
か
し
は 
遠
き
わ
た
り
な
り
と
も
神
垣
に
た
て
る 

ひ
と
木
を
た
め
し
に
て 

千
々
に
さ
か
え
ん 

春
日
部
の
里 

 

裏
面 

 

新
方
四
十
余
郷
惣
社
春
日
部
八
幡
宮
は 

旧
領
主 

春
日
部

か

す

か

べ

治
部

じ

ぶ

少
輔

し
ょ
う
ゆ

時 と
き

賢 か
た

主 

隅
田
川
の
岡
に
造
立
せ
ら
れ
た
る
所
な
り 

こ
た
び
千
種
殿
に
乞
い
奉
り
て 

詠
歌
を
碑
面
に
彫
刻
す 

又
放
生
会
再
興
の
為
に
高
田
貳
反
五
畝
三
歩
を
寄
附
し
て 

永
世

に
伝
ふ
る
者
な
り 

 

嘉
永
六
年
五
月
立 

 

放
生
祭
事
い
は
は
ら
住
る
人
々 

関
根
八
郎 

早
川
助
三
郎 



植
村
平
兵
衛 

山
崎
次
助 

山
口
萬
蔵 

山
口
長
次
郎 

田
村
新
蔵 
大
里
兵
蔵 

金
子
七
右
衛
門 

植
村
久
兵
衛 

早
川
与
兵
衛 

植
村
喜
七 

増
田
八
郎
兵
衛 

斉
藤
新
八 

隅
田
弥
次
兵
衛 

後
藤
伝
六 

青
木
長
内 

田
嶋
五
郎
兵
衛 

鈴
木
権
左
衛
門 

近
藤
十
兵
衛 

村
田
孫
市 

加
藤
伊
平
次 



村
田
源
次
郎 

関
根
紋
左
衛
門 

村
田
喜
三
郎 

大
里
茂
七 

内
藤
甚
五
右
衛
門 

濱
野
嘉
平
次 

根
岸
喜
太
郎 

関
田
十
内 

 

こ
の
碑
を
建
立
し
た
名
主
次
郎
兵
衛
孝
凞
は
歴
史
を
研
究
、
ま
た
書
を
よ
く
し
、
粕
壁
宿
近
郷
に
も
次
郎
兵
衛
の
書
い
た
碑
文

が
散
見
さ
れ
る
。
次
郎
兵
衛
の
子
八
郎
孝
純
も
ま
た
歴
史
、
書
を
好
み
多
く
の
事
績
を
残
し
て
い
る
。 

 

春
日
部
八
幡
神
社
の
境
内
に
は
こ
の
「
都
鳥
の
碑
」
の
ほ
か
に
、
拝
殿
の
右
側
の
小
高
い
所
に
高
さ
約
二
㍍
、
幅
約
一
・
五
㍍

程
の
自
然
石
の
石
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
市
内
で
も
珍
し
い
碑
で
あ
る
。
碑
文
も
や
は
り
次
郎
兵
衛
孝
凞
の
書
で
あ
り
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 

春
之
日
乃
野
農
部
之 

母
里
能
下
草
爾
不
整 

駒
毛
睦
志
九
古
曽 

安
政
三
年
十
一
月
晦
七
十
三
翁
孝
凞 

志
主 

青
木
三
吉 



＊ 

＊ 

＊ 
「
春
日
部
市
史
」
近
世
資
料
編Ⅱ

※
１

が
発
刊
さ
れ
ま
す
。 

 

内
容
は
粕
壁
宿
名
主
の
公
用
日
記
な
ど
で
す
。
お
申
し
込
み
は
市
史
編
さ
ん
室
（
電
話

○61
六
四
四
二
番
）
ま
で
※
２

。 

初
出
「
広
報
か
す
か
べ 

昭
和
五
十
五
年
二
月
」
か
す
か
べ
の
歴
史
余
話 

※
１ 

昭
和
五
十
五
年
発
行
。 

※
２ 

掲
載
当
時
の
ま
ま
作
成
し
ま
し
た
。
市
史
編
さ
ん
室
は
、
春
日
部
市
教
育
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
（
平
成
二

十
八
年
十
月
現
在
） 

 

 

 


